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週末旅⾏でミュンヘンに⾏った帰り道、ボーデン湖を渡るフ
ェーリーから⼣陽を眺めながら、博⼠課程に進学することを
決意した。修⼠ 1 年次のわずか 4 カ⽉間の留学であった
が、 私の⼈⽣を変える⼤きなきっかけになったと⾔える。今
でもスイスでの⽇々を思い出しては、⼈⽣で最⾼の 4 ヶ
⽉間だったなとしみじみと感じている。興味があるのであれ
ば、ぜひ学⽣のうちに留学に⾏くことを勧めたい。 
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⾼校⽣の頃から、漠然とした海外⽣活への憧れがあっ
た。2011 年に東北⼤学薬学部に⼊学した当初は留
学をしたいという気持ちを抱いていたが、⽇々の授業やア
ルバイト、サークル活動に追われ、その気持ちも次第に
薄れていった。⼤学３年次の秋、所望の医薬資源化
学分野に配属された。ある⽇、指導教員と雑談をしてい
ると、「みんなも留学⾏ったらいいよ」と⾔われ、海外熱が
再燃した。すぐに留学⽀援プログラムを調べてみると、ちょ
うど翌週に東北⼤学の推進する COLABS プログラムの
説明会が予定されていた。参加してみると、このプログラ
ムへの申請者があまりおらず、例年定員割れの状況との
ことだった。後先考えず指導教員に留学に⾏きたい旨を
伝えたところ快諾された。当時の COLABS プログラムの
選考では書類選考と英語での⾯接選考があった。⾯接
ではあまりに拙い英語に!" されるも、「# こうで$% っ
て& 」と' をかけてもらい、() された。留学先は* 定校
であれば+ きに選べたため、薬といえばスイスという,-

な考えのもとスイスで. 然/ 化学を⾏っている012 を
3 し、456 に78 な 9:;<  =>?@教授にAンBクトをと
った。すると、ちょうど学⽣をC しがっているDスEクがいた
とのことでFールGHI にしてJ け⼊れ先が決定した。 
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スイスのKL3 しはMN した。⼤学からの⽀援がJ けら
れなかったため、インBーOPトQ のRS サイトから- 接
RT するUV があった。W年X どJ け⼊れ先がYZ から
ず、渡N 1 ヶ⽉[ にトルA⼈\ ー] ーのK^ ア_ ートの
G2 をルーム` ェアとして間a りできることが決まった。トイ
bcdecfPg ンはhi で⽉ j 00Ckl  m当時のb ート
でn 10 op 。なお COLABS q 学r は⽉ j op s。
\ ー] ーのt さんや同じア_ ートのK ⼈とクリスu ス_ ーv

wーをしたり、海xy きをz って⽇{| を} る~ ったりと
RS もあった。ア_ ート•€ には|•‚ƒ が„…†‡

になかったため、まとめˆ いのために週末に‰まで出る
か、\ ー] ーとŠ でスー_ ーに⾏くしかなかった。fPg ンは
‹Œ に• えなかったため、Ž• にz れる_ スBか\ ー• ン
で‘ くだけの’“ ばかり| べていたのだが、\ ー] ーは私の
⼤+/ なのだと”• いしていた。留学先での01 ⽣活
は–—6 なものだった。英語でのやりとりはもちろん、初
めて˜ 伝™クローš ングやBン_ ク›œ •ž にŸ れられ
たことも ¡ であった。また、1j 時にはX とんどの学⽣c

スBPフが帰¢ していたことが当時の私には• い£¤ であ
った。01 にも¥¦ しながらも、私⽣活とのバランスを§

¨ しているところが、©¦6 にも感じた。 

! ! !

 

⽣活から 2 ªI の留学が« を¬ けた。その後も感­ 者
® が¯ 加し° めると012 に⼊2±² な時間が` フト
³ となり、‹Œ に01 ができない´ 間もµ なくなかった
が、2022 年¶· は⼤きな³¸ はなく01 に¹ 進でき
た。ºŽ =»の¼½¾ な012 であったため、012 の
¿¦ として01 にÀ りÁ んだ。そのÂÃ あって、2 年間
でのÄÅ をもとにÆÇ 時È  m2024 年 12 ⽉s で 2 É

のÊË ÌÍ を›Î することができた。 
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なぜ` ンÏD ールに留学をしたのかとÐ かれることがÑ

い。Ò かに• りの01 者のX とんどはÓÔÕÖ に留学を
している。気になるのは当然である。しかし、申し× ない
のだが、´Ø されるような明Ò なÙÚ はない。次はÓÛ

¶ 外でÜÝ してみたいと思っていたのと、アFリカはÞ が⾏
っているためß り気になれなかった。そんな時に、スイスで
àGáâ 会にã てくれた äå;><æçæ博⼠がDスEクを
èé しているということにê を感じた。また、mこれが⼤ë

なのだがs東ì アí アでの⽣活にî クî クしたからである。
ï 参考にならない回ð である。が、ñ 分だとも思う。 
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Qò のスイス留学の初⽇、私の指導ó 当者がáâ 会
を¬ いてくれたのだが、é まったのは私をô いて 2 8 だ
けであった。1 ⼈は指導ó 当者、そして、もう 1 ⼈が後
にDスEク留学時にお4õ になる äå;><æçæ博⼠であ
った。 ä å;><æçæ博⼠は、私が博⼠öÀ÷ 後の進ø

として海外留学を決意した頃に、` ンÏD ールÖù ⼤
学 múûSs で012 をù ちQü た。201ý 年に⽇{

に講演にã たþ にDスEクをèé しているというのをÐ  

き、すぐにDスEクとして留学したい旨を伝えた。ÿY !

りであったため、" に⾯接も# く、$ 分でおr をÀ ってき
たらという%&' きで( 諾を÷ ることができた。) Å とし
て、‡ *+,- 学./ と海外"0 01 員³ª の⽀
援のもと渡N した。 
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  1 Aロ] 2 イルスの34 による456 な_ ンデミPクの
56 で 2020 年 4 ⽉渡N の予定が 2021 年 7 ⽉
に4 ´ となった。=C8 9: と; v ルでの 2 週間の<=  

MNOF  

{ + ë は、2024 年 4 ⽉ j ⽇に¬ > された東北⼤学
薬学同窓会講演会「第 7 回グローバル薬学⼈講座」
にておõ しした‡ ? をもとに@Ä しております。{ AB を
ÝCD くださった薬学同窓会会E c平FGH 教授にI

くJK 申しQü ます。 
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